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あらまし： 自律的学習者育成を目的とした地域の問題解決型授業から出発して，対話の果たす

役割を考察した．その結果，自律的学習者育成の観点からみると，ダイアローグには，他者と

の信頼関係を創る「信頼」の機能，問いを立てメンタルモデルを変える「内省」の機能，自分

の源を探り人生に意味を与える「意味」の機能があるという仮説を提案する． 
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1. はじめに 

2014 年度から，自律的学習者の育成を目的に，複

数の高等教育機関の学生でチームを組んで，地域の

問題解決を図る PBL (Project-Based Learning) を実施

している．その中で，PBL の経験を通して深く学習

するためには，「問いを立てる（問い）」ことと「関

係性を創る（関係性）」ことが重要であると考えてい

る(1)．また，これに続いて，「問い」と「関係性」が

学習に対して，どのような役割を果たしているかに

関するモデルを提案した(2)．さらに，このモデルに

おける「問い」と「関係性」は，ダイアローグの観

点から統一的に見ることができる可能性を示した(3)．

本論文では，「問い（内省）」と「関係性」に加えて，

自律的学習者の要素として重要な，長期的な動機づ

けに関係する「アイデンティティ（複数の分野にお

ける自分の価値観の総合体）」を加えたモデルを提案

し，ダイアローグの機能に関して考察する． 
 
2. 問いと関係性の役割 

PBL において深い学習を促す場合，「問い」と「関

係性」が重要であることは(1)に示した．そして，「問

い」と「関係性」が学習に対して果たす役割に関し

ては(2)でモデル化したが，その概略図を図１に示す． 

図１ 学習における問いと関係性の役割 

ここで，①～⑤までの番号付き実線の矢印は，問い

が関与する部分であり，破線の矢印部分が，関係性

が関与する部分である．この図では，「問い」は，メ

ンタルモデルと観察との違和感から生じ，結果とし

てメンタルモデルを作り変え，より現実に即したも

のにすることに寄与する，こういった心の働きはド

ゥエックがいうところの Growth Mindset(4)に相当す

る．また「関係性」の変化は，行動の変化から派生

し，心理的安全性(5)を構築することに繋がっている． 
 
3. ダイアローグによる統合 
当初は，「問い」により Growth Mindset を獲得す

ることが，4 種類の不安・恐れ（無知，無能，ネガ

ティブ，邪魔をする人）からの自由を獲得し，その

結果，行動の変化→関係の変化とつながっていくの

ではないかと予想していた．つまり，「問い」→「関

係性」という方向性である．しかし，統合失調症の

治療方法として開発された，オープンダイアローグ

（OD）や，教育や福祉施設における問題解決の手法

として開発された未来語りのダイアローグ（AD）(6)

という手法を見てみると，関係性の変化が一人一人

の中にある問いを変え，メンタルモデルに変化をも

たらしているように見える．つまり，「関係性」→「問

い」という方向性もあるように思える．言い換える

と，心理的安全性が Growth Mindset に影響を与える

ということである．OD と AD の基礎にある思想と

して，ヴィゴツキーとバフチンの対話の概念がある．

ヴィゴツキーとバフチンの思想を補完的に組み合わ

せて，精神の社会文化的アプローチの全体像を描い

たのはワーチ(7)だが，OD と AD はこの流れを汲んで

いるといってよいだろう． 
ヴィゴツキーは，社会的（たとえば，お母さんと

子どもの間）に生じた発話という行為が，次の段階

として内的な思考になっていくという，言語の社会

的起源を提唱した．これは私たちが大人になっても

受け継いでおり，他者と外的に対話しているそのこ
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とばを，同時に内的な対話としても聴いていること

になる． 
バフチンによると，ダイアローグはアイデアを生

む培地であり，意味がつくられていくのは，その場

の人たちの間のやりとりと個別性の中においてとさ

れた．このことは，つまり，ダイアローグによって

そこに参加している人たちの関係性（意味づけ）も

変化するし，その変化を私たちは内的対話としても

聴いていることになる．このことは，対話によって，

関係性の変化と，メンタルモデル（世界の内的な意

味づけ）の変化が同時に起こっていると考えてもよ

い．図１の左半分では，「問い」によってメンタルモ

デルが変化するということを示しているが，ダイア

ローグによっても同様のことが起きている．これは，

内的に取り込まれた対話が，一種の「問い」と同等

のものとして機能していると考えられる（図２参照）． 

 
図２ ダイアローグによる問いと関係性の統合 
 

4. Identity-Based Motivation 
ここまで見てきた，問いを立てることと信頼関係

を創ることは，地域の問題解決型授業の中で抽出し

た自律的学習者を育成するための不可欠な要素であ

る．しかし，教育機関を離れた社会人に関していう

とが，彼または彼女が，社会の中での自分の役割を

明確に掴んでいる方が，学習に対して継続的にモチ

ベーションを維持することが容易になる．この状況

は Identity-Based Motivation (IBM)(8)としてモデル化

されており，IBM も含めた自律的学習者の要素を図

３に示す． 

 
図３ 自律的学習者に必要な３要素 

ここでは，自律的学習者に必要な３つの要素とし

て「内省」，「関係」，「意味」を想定している．「内省」

は図２の「問いを立てるプロセス」に相当し，「関係」

は「関係性を創るプロセス」に相当する．さらに，

「意味」が IBM に対応している．「内省」と「関係」

は，「現在」の平面内で機能しているが，「意味」は，

過去に参加した複数のコミュニティの価値観を統合

する形で「意味」または「Identity」が創られ，それ

らが未来に投影されるという形で過去から未来につ

ながっていくというイメージを表している．図２に

も「意味」ということばが見えるが，こちらは 1 対

１または一つのコミュニティにおける関係性を示し，

図３の「意味」は，複数のコミュニティの価値観を

統合した自分の意味づけを示している． 
未来に投影できるような Identity を形成する場合

には，メンターやコーチがサポートする場合も多く，

図２で示す外的対話が重要になる．また，当然外的

対話を契機として内的対話も起こっているので，

Identity や意味の形成に関しても，対話は重要な役割

を果たすと考えられる． 
 

5. まとめ 
自律的学習者育成を目的とした地域の問題解決型

授業から出発して，対話の果たす役割を考察した．

その結果，自律的学習者育成の観点からみると，ダ

イアローグには以下の機能があると考えられる． 
(1) 他者との信頼関係を創る（信頼） 
(2) 問いを立てメンタルモデルを変える（内省） 
(3) 自分の源を探り人生に意味を与える（意味） 

以上は現在のところ仮説であり，今後，ダイアロー

グを授業に取り入れ．このモデルを実証的に検証し

ていく予定である． 
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